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あらまし：昨今、考古学の研究プロジェクトは大型化と学際化が進んでおり、大規模かつ多様なデータを短期間に

集約し、解析することが求められている。その一方で、コンピュータの性能向上やインターネットの高速化はめざまし

く、考古データベースに求められる役割（やらなければならないこと）とデータベースのポテンシャル（できること）は、

近年大きく変貌している。そこで本稿では、国内外における 1990年代以降の考古データベースの研究展開を整理

した上で、文献データベースや GIS(地理情報システム）との連携、ネットワーク・コンピューティング、大規模データ

マイニングを基軸とする 2010年代の考古データベースのあり方について提言したい。ケーススタディとして、自身が

設計・運用に主体的にたずさわっているプロジェクトから、 2000年代型の大規模GISリレーショナルデータベースで

ある縄文時代錘具データベース(JOKERB ASE)と、 2010年代の考古データベースを特徴づける文献連携・ネットワ

ーク接続型の「旧人・新人交替劇」関連遺跡データベース(NeanderDB)の事例を紹介する。

Summary: Recent large, multidisciplinary projects in archaeology have gradually been headed to collect and analyze 

a large amount of the complicated scientific data in a relatively short term. On the other hand, high performance 

servers and the high speed Internet have been made available for archaeological computing. Therefore, the role (what 

to do) and potential (what is able to do) of archaeological databases are dramatically changing. After giving an 

overview on the development of archaeological database in the past decades, this paper will suggest a perspective to 

the archaeological databases in the 20 I Os, that will be characterized by the effective combination of (1) 

bibliographical information systems and geographic information systems (GIS), (2) network computing, and (3) 

large-scale data mining. For this purpose, this paper presents an old-and-new couple of the author's case studies: the 

Jomon Net-sinker Database (JOKERBASE) as a typical GIS-based large-scale relational database in the 2000s and 

the network-based Neanderthal/Modem Human Transitional Site Database (Neander DB) featured by bibliographical 

liaison, as a potential standard in the 201 Os. 
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1. はじめに

科学のあらゆる分野の例にもれず、考古学において

も昨今は研究プロジェクトの大型化と学際化が進んで

いる。それに伴い、審査の透明化と厳格化（中間評価

の導入など）、あるいは高い目標設定などを背景として、

大規模で多様なデータを短期間に集約し、解析するこ

とが求められるようになった。それは、プロジェクトの目

的に即した高性能データベースシステムを導入する必

要性が高まっていることを意味する。

いっぽう、昨今はマルチコアプロセッサや大容量ディ
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スクストレージの普及（低価格化）に伴うパーソナルコ

ンピュータの性能向上がめざましく、通信手段としての

インターネットの高速化（ギガビット級）も進んでいる。

そのため、考古学のデータベースに求められる役割

（やらなければならないこと）とデータベースのポテンシ

ャル（できること）の両方は、いま大きく変容している。

そこで本稿では、国内外におけるこれまでの考古デー

タベースの研究展開を整理した上で、 2010年代の考

古データデースのあり方について、自身が設計・運用

に主体的にたずさわっている縄文時代錘具データベ



ース(JOKERBASE)と「旧人・新人交替劇」関連遺跡

データベース(NeanderDB)の例を挙げつつ提言した

し、0

2. 考古データベース 1990ー2010

データベースの高性能化と普及は、コンピュータの

それと軌を一にする。考古学におけるデータベースの

利活用については、 我が国では日 本情報考古学会

(1995年発足、 前身の「考古学におけるパーソナルコ

ンピュータ利用の現状」研究会と「考古学における計

量分析」研究会は 1970年代半ばまでさかのぼる。

http://www.archaeo-info.org/)や情報処理学会人文科

学とコンピュータ研究会（じんもんこん、 1989年発足，

http://www.jinmoncom.jp/)、人文系データベース協議

会(1999年発足，http://www.osakac.ac.jp/jinbun-db/)、

欧米では国際学会 CAA(Computer Applications and 

Quantitative Methods in Archaeology, 1973年発足，

http://www. caaconference. org/)を主たる舞台として研

究発表・研究交流が進められてきた。そこで、考古デ

ータベースの研究経過を追うために、人文系データベ

ース協議会主催の公開シンポジウム「人文科学とデー

タベース」と CAAの論文集を中心に、1990年代以降

のデータベースに関係する論文を年代順にリストアッ

プした（文献リスト参照）。もちろん、遺漏は多々あるだ

ろうが、考古データベースに継続的に関わっている主

な研究者の業績を網羅しているので、研究動向の全

体像を見損なうものではないと考える。

考古学にコンピュータ・データベースを利用するとい

うコンセプトは、 1980年代にはすでに確立していた（小

沢 1985)。1991年の CAAで、考古データベースの特

集が組まれたことは注目に値する。この時点ですでに、

一意識別子を用いて複数の属性テーブルを相互に関

連づける RDBMS(Cheetham 1992; Ryan 1992)や考

古学のための文献データベース(Heyworth1992)の

実装例が提示されている。そして、1995年前後を境と

して、 GISと連係する空間情報データベースの実装が

はじまる（小林ほか 1995;宝珍ほか 1997;横山・千葉

1997)。2000年以降、データベースの収録対象が大

規模化し、全国規模の遺跡データベース構築例が見

られるよう になる(Farcicet al. 1999; Berg 2007; 

McKeague and Jones 2008; 森本 2000,2001, 2006)。

また、 個別の考古学研究プロジェクトにおけるデータ

ベースの活用も本格化する(Kadar1999; Bampton and 

Mosher 2001; Tsakiraris 2001; 西上・小沢 2001)。と同

時に、複数の異なるデータベースを統合・集約するた

めのクリアリングハウス（碓井ほか 2000;河野ほか

2002)や自律分散型 WebGIS(森 2002,2006)、またデ
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ータベース内検索エンジン（三浦・小沢 2000)を開発・

提供する試みも見られるようになる。

2004年頃を境に、 技術・設計フェイズと応用フェイズ

の両方において、研究対象の多様化が進む。たとえ

ば、技術・設計段階においては、 XML・UMLと地理情

報標準を用いて考古学が扱う情報全体の構造化を指

向するもの（藤本 2007)や、考古学の扱う多様な属性

情報の集約・階層化をめざすもの（宝珍 2004,2006, 

2009)、あるいは GISと連動した RDBMS(松森ほか

2009)などが見受けられる。いっぽう、具体的なデータ

ベース対象としては、 たとえば国内では旧石器遺跡

（日本旧石器学会編 2010)、縄文遺跡 （横山・千葉

1997; 近藤ほか 2007)、弥生高地性集落（加藤 1998)、

古墳（西上・小沢 2001;北條 2004;出田 2007;中村

2007; 寺村 2008)、地震遺跡（河野 2006)などを挙げ

ることができる。 世界に視野を拡げると、極東旧石器遺

跡(Gillamet al. 2009)、イベリア半島旧石器洞穴遺跡

(Gonzalez Sainz and Chacho Toca 1999)、上メソポタミ

ア先史遺跡(Anastasioet al. 2004)をはじめ、枚挙にい

とまがない。多くのデータベースは、研究対象の集成

と、紙媒体もしくは記憶媒体による集成成果の出版・

配布を目的とするが、中には、奈良文化財研究所の

全 国遺跡データベース（森本 2000,2001, 2006, 

http://www.nabunken.go.jp/database/)に代表されるよう

に、インターネットでの公開・情報提供を目的とするも

のもある。このように見てくると、ひとくちに考古データ

ベースといっても、 その構造や指向性はデータベース

を導入する目 的によってずいぶん異なり、各々の目的

に特化•最適化した設計がなされていることが分かる。

3. 縄文時代錘具データベース

JOKERBASE: 2000年代大規模 GISリレー

ショナルデータベースの一到達点

東京大学考古学研究室では、1990年代後半より縄

文時代遺跡ならびに錘具（土錘・石錘）の全国的な集

成作業を推進しており、2005年以降、筆者を主担当

者として、GISデータベースヘの統合・解析を進めてき

た（近藤ほか 2007)。その目的は、過去数十年間の発

掘調査（報告書）の蓄積に情報処理と分析が追いつか

ず、全体像の理解が停滞している縄文時代の人間活

動の空間的広がり （ここでは土錘・石錘を用いる網漁

業）を、定量的な全数調査を通じて「見える化」し、再

評価することにある。 いうなれば、大規模データマイニ

ングによって未知の考古学的パターンを発見しようと

いう試みである。

この研究目的を実現するために、研究チームでは

GISとの接続を前提とする RDBMSを導入した。この、



縄文時代錘具データベース「JOKERBASE」(JOmon

SinKER DataBASE)は、 (I)遺跡テープル、 (2)遺物

（錘具）テーブル、 (3)集計テープル、 (4)遺跡・遺物の

記載を正規化するための補助テーブル、 (5)遺跡フィ

ーチャという5つの要素から構成される（図!)。実際の

データベースは MicrosoftExcelで作成した個別のテ

ープルを MicrosoftAccess 2007を用いて ESRI

ArcGISのパーソナルジオデータベース(.mdb)に変

換・集約する形で管理している。

データベースの基幹部分にあたる遺跡テープルと遺

物テープル、集計テーブル、遺跡フィーチャはすべて、

遺跡ごとに割り当てた一意の識別子(site_id)によって

関連づけられる。各々のテーブルを概念的な実体（エ

ンティティ）に見立て、実体間の関係性（リレーションシ

ップ）を観察すると、「錘具」は必ずいずれかの「遺跡」

に帰属するという依存関係があり、「遺跡」と「錘具」は

「1」対「0以上多」という数的結合関係（カーディナリテ

ィ）にある。これは、ある1か所の遺跡から、錘具の出土

が1点報告されることもあれば、 2点以上報告されるこ

ともあれば、報告されない(0点の）場合もあるということ

を意味する。理念的には「遺跡」にはただ1つの遺跡フ

ィーチャが対応する。すなわち、「遺跡」と「遺跡ポリゴ

ン」、「遺跡」と「遺跡ポイント」はそれぞれ「1」対「1」の

関係にあるはずだが、現実には消滅等の事情により位

置を特定できない遺跡があるので、「1」対「0または1」

となる。また、各々の「錘具」は必ずどこかの空間単位

すなわち「コンテクスト」から出土し、いずれかの 「時

期」に帰属し、何らかの「型式」に分類される。時空間

分析にあたっては、コンテクスト・時期・型式のほか、寸

法や重量といった「錘具」の属性を、さまざまな組み合

わせ・方法でクロス集計し、その結果を「遺跡ポイント」

と仮想的に結合（テーブル結合）することによって、

GIS上に表現する。なお、各テープルおよび属性の詳

細な仕様と解析結果（図 2)については紙幅の都合で

割愛するので、 近藤 2010を参照されたい。

4. 2010年代の課題と解決策

JOKERBASEをはじめ、現行のさまざまな考古デー

タベースは、各々の目的に特化 •最適化した設計がな

されているとはいえ、ほぼ例外なく一つの共通点をも

つ。それは、データベースの構築・編集作業が非公開

かつオフラインで進められるという点である。

ところが、冒頭で述べたように、昨今は研究を取り巻

く環境が変化し、隣接分野も含めた国内外の研究機

関・研究者との協働と研究成果のすみやかな取りまと

め・公表を要するようになってきた。しかるに、従来の

オフライン方式でこのような要請に対応するには限界

21 

がある。たとえば、各担当者がオフラインで作成したレ

コードを集約する方法を取ると、データ項目や分類・表

記・入力規則にゆらぎが生じたり、マスタデータベース

と各担当者が保存するローカルデータベースの間で

バージョンの麒顛が生じたりすることが懸念される。ま

た、上記の理由から、ひとたびデータベースのひな形

を配布したあとに、仕様・設計を変更するのが非常に

面倒になる。実際、JOKERBASEにおいても、そのよう

な事態が出来した。

これらの問題を解決する方策としては、ネットワーク

の活用が考えられる。 すなわち、共通のマスタデータ

ベースに複数の担当者が同時にアクセスできる仕組

みを調えることによって、協働してデータを入力するの

はもとより、作業の中で生じた設計変更や拡張のニー

ズにも柔軟に対応できるようになるという着想に至る。

しかし同時に、研究プロジェクトには機密性も必要で

ある。ネットワークを利用する際には、情報漏洩やハッ

キングを防ぐために内部統制・セキュリティ対策を講じ

なければならない。したがって、 Wikipediaのようにす

べての編集作業を原則公開で行なうというわけにはい

かず、パスワードと暗号化によって適切なセキュリティ

を設定する必要がある。

5. 「旧人•新人交替劇」関連遺跡データベ

ース NeanderDB: 文献情報を統合した次

世代ネットワーク・データベース

文部科学省科学研究費補助金（新学術領域研究）

「ネアンデルタールとサピエンス交替劇の真相：学習

能力の進化に基づく実証的研究」（領域代表者・赤澤

威 • 高知工科大学教授 http://www.koutaigeki.org/) プ

ロジェクトの計画研究 AOL「考古資料に基づく旧人・新

人の学習行動の実証的研究」（研究代表者・西秋良

宏・東京大学総合研究博物館教授）では、ネアンデル

タール人 （旧人）と現生人類（新人）の交替期（およそ

20万年前-2万年前）の人類遺跡を広域的・網羅的

に集成することを計画している。集成作業は東京大

学・名古屋大学・東北大学・北海道大学・明治大学の

研究者が担当地域を分担する形で実施される。

そこで、研究分担者がインターネットを介してマスタ

データベースに直接アクセスし、 編集できるような仕組

みとして、FileMakerServer I I (サーバソフトウェア）と

FileMaker Pro 11 (クライアントソフトウェア）からなるネッ

トワーク・データベースシステムを導入した。データベ

ースサーバは東京大学総合研究博物館に設置し、 フ

ァイアウォールとパスワードによって保護する。

遺跡の登録作業は、発掘報告書から遺跡の名称・経

緯度等の基本情報を抽出した上で、文化層ごとの属



性情報を記載し、さらに年代測定値があれば付記する

というフローからなる。そこで、このワークフローに最適

化する形で RDBMSを設計した（図 3)。基本をなすの

は文献書誌情報テーブルと遺跡基本情報テープルで

あるが、両者は多対多の関係にあるため、引用関係テ

ーブルを中間にはさんで両者の関係を整理する。また、

遺跡基本情報テープルには遺跡詳細情報としての文

化層テーブルを「1」対「1以上多」で関連づけ、年代測

定値がある場合はさらに文化層テーブルに年代情報

テーブルを関連づける。

このNeanderDB はレコードの入カ・検索•閲覧・出力

機能に特化したものであるが（図 4-5)、将来的に石器

製作伝統の Wiki型データベースと連係させることと、

GISと連係させて人類遺跡の時空間分布を地図化す

ることを計画している。また、作業上の工夫として、経

緯度が不明な遺跡については、分担者が遺跡位置図

をアップロードし、 GISとリモートセンシングを専門とす

る担当者が経緯度を算出する体制をとる。これは、ネッ

トワーク・データベースの導入によりはじめて可能にな

っだ協働体制である。これにより、データベース構築に

かかる時間を大幅に短縮でき、その分プロジェクトの

主眼である IB人•新人の時空間分布の把握と学習行

動の違いに対する理解を深めることができるものと期

待される。

6. 2010年代の考古データベース展望

Neander DBの最大の特色は、ネットワーク・コンピュ

ーティングの活用により、セキュリティを確保しつつ遠

隔地に拠点を置く複数の研究者ど協働して迅速にデ

ータベースを構築できる点であるが、くわえて文献書

誌情報と遺跡情報が関連づけられることにも注目した

い。従来、国立清報学研究所のNACSIS-Webcatに代

表される図書館系情報システムと、奈良文化財研究所

の全国遺跡データベースに代表される文化財系情報

システム、さらにいえば列品管理を目的とする博物館

系情報システムは、それぞれ別個独立したシステムと

して運用されてきた。しかし近年は、自律分散型アー

キテクチャ（森 2006)や横断検索システムの実装により、

図書館系と博物館・文化財系の情報システムを統合

することが可能になりつつある。その意味において

Neander DBは、文献情報と考古情報が連係した、次

世代のネットワーク型考古データベースの特徴をしめ

すものといえよう。まとめると、 2010年代の考古データ

ベースは、ネットワーク・コンピューティングを活用して、

セキュリティを確保しつつ、文献書誌情報や Wiki、

GISを自在に統合する柔軟な拡張性をもって、大規模

なデータマイニングに対応するものとなるであろう。
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替劇の真相」計画研究 AOl(前掲）による成果の一部

である。
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INTEGER 
INTEGER 

INTEGER 

OBJECTID [オブジェクト！醐子](AKl) COUNTER 
sitename [遺跡名] VARCHAR(lOO) 
Shape [位相構造情報l I LONGBINARY 

query [集計クエリ］

site_id [遺跡識別子］

VAR CHAR(10) 
VARCHAR{lOO) 
VARCHAR(255) 
SHORT 
DOUBLE 
DOUBLE 
VARCHAR(30) 
VARCHAR(30) 
BIT 
BIT 
BIT 
BIT 
BIT 
VARCHAR(30) 
BIT 
BIT 
B汀

BIT 
BIT 
BIT 
DOUBLE 
SHORT 
VARCHAR(255) 

INTEGER 

count [各種集計結果］

Jomon_sites_p [遺跡ボイント］

site_id [遺跡識別子](FK,FK) 

sitecode [遺跡コード］

sitename [遺跡名］

address [所在地］

jcode [市区町村コード)(FK) 
longitude [経度］
latitude [緯度］
location [遺跡立地］

feature [遺跡特徴］

settlement [集落の有無］

midden [貝塚の有無］
hunting [猟場の有無］

waterplace [水場の有無］

cemetery [雰或の有無］

period [時期］
occuplxx [草創期居住の有無］

occup2xx [早期居住の有無］

occup3xx [前期居住の有無］

occup4xx [中期居住の有無］
occupSxx [後期居住の有無］
occup6xx [晩期居住の有無］

dig_area [発掘面積］

total [錘具総計］

reference [文献］

H
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-ー

H

J()KfRBA$E 

Jomon_sites_a [圏怖ポリゴン］

site_id [遺跡識別子](FK) INTEGER 

OBJECTID [オブジェク ト識別子)(AK!) COUNTER 
sitename [遺跡名](FK) 

Shape [位相構造情報］ ＇ 
VARCHAR(lOO) 
LONGBINARY 

SHORT 

jcode [市区町村コード］

jcode [市区町村コード］

pref [都道府県］

city [市区町村名］

【図の見方l
遺跡 (sitelist) ・錘具 (sinkerlist)などの実体（エンテイテ

ィ）の左列はデータ項目（フィールド）の物理名・［概念名］，

右列はデータ型を表す．データ型の種類は次の通り。

BIT: ビッ ト型 (0か1) COUNTER: オートナンバー型

DOUBLE: 倍精度浮動小数点型 INTEGERおよびSHORT:整数

型 VARCHAR(n): 可変長文字列型（文字数）

実体の上段は主キー (PK)を表す。 AKは代替キー（主キーの候

補）、 FKは外部キー（他の実体の主キー）を意味する。

実体間の関係（リレーション）を表す実線は依存関係（四角形の

実体が主，隅丸四角形が従），破線は非依存関係を示す。これら

の線の両端には実体間の数的結合関係（カーディナリティ）を表

す記号が付いている。二重線は「 1」， 三つ又は「多」，白丸は

「0以上」を意味する。たとえば遺跡と錘具の関係は 「1」対

「0以上多」，つまり 1つの遺跡に対し 1個以上の錘具が存在す

ることもあれば， 0個の場合もあることを示す。

工

period [時期区分名］

SHORT 

VARCHAR(30) 

penodization [時期区分］

period_id [時期識別子］

コ:typology [型式分類］

type_id [器種識別子］ I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
X
 

SHORT 

typel [器種1暑素材］
type2 [器種2-調整形式］

type3 [器種3-調整部位］

VARCHAR(lO) 
VARCHAR(20) 
VARCHAR(30) 

SHORT 

context [コンテクスト］

context_id [コンテクスト識別子］

VARCHAR(SO) 

図 I:縄文時代錘具データベース「JOKERBASE」の設計図 (ER図）（近藤 2010:図 3.13)
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context [コンテクスト］



p42x中期中葉

□ 勝坂式主体

阿玉台式主体

両型式拮抗

報告点数10点以上

0ヽ 勝坂式

● 阿玉台式

, ... 1 .... -,~-

図 2:JOKERBASEとGISを連係させた解析例。西南関東における縄文時代中期中葉土器片錘の型式構成比。

古東京湾西岸一帯に阿玉台式土器片錘が多く、内陸に入るほど勝坂式の割合が増す（近藤 2010:図 5.34)。
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COUNTRY [国］

二 I 

SITE [輝]~

CIT_ID [引用関係識別子)(FK) 
SITE_ID [遺跡識別子］

SITE_NM [遺跡名］
COUNTRY_CD [国名コード](FK) 
SITE_TYPE [遺跡類型］
LONG_DD [経度（度） )(0) 
LONG_MM [経度（分） )(0)
LONG_SS [経度（秒） ] (0) 
LAT_DD [緯度（度） ](O) 
LAT_MM [緯度（分） ] (0) 
LAT_SS [緯度（秒） ](O) 
LONGITUDE [経度](0) 
LATITUDE [緯度](O)
MAPl [遺跡位置図1)(0) 
MAP2 [遺跡位置図2)(0) 
MAP3 [遺跡位直図3)(0) 
SITE_RG_DT [作成日時］
SITE_RG_NM [作成者］
SITE_ED_DT [修正日時)(0) 
SITE_ED_NM [修正者](0) 

LONG 

CHAR{25) j 

LONG 
INTEGER 

CHAR(25) 
INTEGER 
CHAR(lO) 
INTEGER 
INTEGER 
DECIMAL(2,1) 
INTEGER 
INTEGER 
DECIMAL(2,1) 
DECIMAL(3,4) 
DECIMAL(2,4) 
LONGBINARY 
LONGBINARY 
LONGBINARY 
DATETIME 
CHAR(25) 
DATETIME 
CHAR(25) 

二
ロREFERENCE [文献］

CIT_ID [引用関係識別子](FK) 
REF _ID [文献識別子］

LAYER [文化層］

LAYER_ID [文化層識別子］
CIT_ID [引用関係識別子](FK) 
SITE_ID [遺跡識別子](FK) 

LAYE凡NM[文化層名称］
ENTIT又NM[編年・文化のまとまり名称］
EDATE_ST [推定年代始まり](0) 
EDATE_END [推定年代終わり](O)
CLIMATE [気候]: [Set] 
PLENV _INFO [古環境情報]: [List] 
HM_SAPIENS [現生人類化石J: [Set] 
HM_NEANDER [ネアンデルタール人化石］

I II I (j BONE_ TOOL [骨角器]: [List] 
PAINTING [絵画J: [List] 
PORTBL_ART [動産芸術品](O)
OCHRE [オーカー]: [List] 
ENT_RG_DT [作成日時］
ENT_RG_NM [作成者］
ENT_ED_DT [修正日時](0)
ENT_ED_NM [修正者](0) 

NUMDATE [年代測定値i
LAYER_ID [文化層識別子](FK) 
CIT_ID [引用関係識別子](FK) 
SITE_ID [遺跡識別子](FK) 
NDAT_ID [年代測定値識別子］

NDAT _REFCD [年代測定値コード］
NDAT_MTHD [年代測定法]: [Set] 
NDAT_MDIA [年代中央値］
NDAT_25IG [年代標準偏差2o]
NDAT_CAL [較正の有無](0) 
NDAT_UNIT [BC/BP] 
NDAT_ST [年代値始まり］
NDAT_END [年代値終わり］
NDAT _RG_DT [作成日時］
NDAT _RG_NM [作成者］
NDAT _ED_DT [修正日時］
NDAT_ED_NM [修正者］
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REF_NM [短縮形］
AUTHOR_ML [著者名（原表記） ］
AUTHOR_EN [著者名（ローマ字）］
YEAR [出版年］
TITLE_ML [題目（原表記）］
TITLE_EN [論文題目（英語）］
BKJOUR_NM [書誌名］
JOUR_VOL [雑誌の巻](0) 
JOUR_NO [雑誌の号](O)
BK_EDITOR [本の編者名](O)
BK_PUBLISH [本の出版者名](0) 
PAG旦ST[開始ページ](O)
PAGE_END [終了ページ](O)
REF_RG_DT [作成日時］
REF_RG_NM [作成者］
REF_ED_DT [修正日時](0) 
REF_ED_NM (修正者](0) 
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【図の見方】

遺跡 (site) ・文献 (reference)などの実体（エンテイティ）

の左列はデータ項目（フィールド）の物理名・ ［概念名］，右列

はデータ型を表す。データ型の種類は次の通り。

BIT: ピット型 (0か1) COUNTER: オートナンバー型

DOUBLE: 倍精度浮動小数点型 INTEGERおよびSHORT:整数

型 VARCHAR(n): 可変長文字列型（文字数）

実体の上段は主キー (PK)を表す。 AKは代替キー（主キーの候

補）， FKは外部キー（他の実体の主キー） を意味する。

実体間の関係（リレーション）を表す実線は依存関係（四角形の

実体が主，隅丸四角形が従），破線は非依存関係を示す。これら

の線の両端には実体間の数的結合関係（カーディナリティ）を表

す記号が付いている。二重線は「 1」，三つ叉は「多」，白丸は

「0以上」を意味する。たとえば遺跡と錘具の関係は「1」対

「O以上多」 ，つまり 1つの遺跡に対し 1個以上の錘具が存在す

ることもあれば，0個の場合もあることを示す。

図 3: 「旧人・新人交替劇」関連遺跡データベース「NeanderDB」の設計図 (ER図）
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図 4:Neander DBのユーザーインターフェイス（ポータル画面）
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図 5:Neander DB の遺跡基本情報検索•閲覧・編集画面（開発中につき、今後仕様変更の可能性あり）
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